
〈プログラム〉

13:30～13:40 趣旨説明

13:40～15:10 事例報告

小島アムナ氏（インドネシアセンター新潟）

アロソ スティーブンソン氏（新潟フィリピン協会）

長坂康代氏（敬和学園大学/イスラムコミュニティ）

15:15～15:50 質疑応答・全体討論

15:50～16:00 まとめ

参加費 500円
申込み 日本語教育学会マイページよりお申し込みください。

（https://m4.members-support.jp/NKG/）
詳細は次ページをご覧ください。

締 切 2025年1月19日（日）
問合先 公益社団法人日本語教育学会支部活動委員会

Tel：03-3262-4291    Email：shibu@nkg.or.jp

多文化共生の時代を迎えて
‐外国人散在地域におけるエスニック・
コミュニティと日本語教育の役割‐

2025年1月25日(土) 13:30～16:00
オンライン開催（Zoom）

私たちは、自らの居住地のエスニック・コミュニティについてどれほど理解し

ているでしょうか。今回は、新潟県内の事例や状況を報告していただき、外国

人散在地域と言われる北陸・新潟地域の多文化共生に日本語教育の立場か

ら寄与できることについて考えたいと思います。

近年全国的に外国人住民の数が増加しており、各地域で多文化共生の重

要性が高まっています。国内には有名な事例や成功した取り組みが多く存在

していますが、これまで光の当てられてこなかった地域を取り上げることで、私

たちが得られる示唆はいっそう大きいものとなるでしょう。外国人散在地域に

おけるエスニック・コミュニティと日本語教育について共に考えてみませんか。

公益社団法⼈⽇本語教育学会主催
2024年度支部活動【北陸支部】


